平安時代

	時代
	西　暦
	ゴロ合わせ
	日　本　の　う　ご　き

	平

安


	７９４

　８０１

　８０５

　８０６

　８３８

　８５８

　８８４

　８９４

　９０５

　９３５

　９３８

９３９

　９８８

１００７

１０１６

１０５１

１０５２

１０５３

１０８３

１０８６

１１２４

１１５６

１１５９

１１６７

１１７５

１１８５


	鳴くよウグイス、平安京

田村麻呂、やれ行け蝦夷の、征討に

天台宗、やれご苦労だ、最澄さん

真言は、やれむつかしい、空海さん

もう止みやねん、遣唐使

良房が、摂政就任、山小屋で

基経が、関白就任、はやしたて

白紙に戻そう、遣唐使

貫之が、和歌編んでくれ、古今集

休眠後、将門兵挙げ、失敗す

空さんは、念仏唱えて、浄土教

純友が、苦策兵挙げ、失敗す

苦はやだと、尾張の農民、訴える

世界に先例なし、源氏物語

出世異例、向かう所敵なしの、道長さん

一応合意の前九年

末法は、戦後にやってくる

人を来させる平等院

戦闘止みて後三年

白河が、一応やろう、院政を

人々によろこび与える、金色堂

いいころ勝ちます、保元の乱

ひとびとご苦労、平治の乱

清盛は、いちいちろくな、政治せず

いいな極楽、法然さん

いいやごもっとも、平家の滅亡
	◎桓武天皇、都を平安京に移す

●征夷大将軍の坂上田村麻呂が、蝦夷を征討

●最澄が天台宗を伝える

●空海が真言宗を伝える

●最後の遣唐使が出発する

○藤原良房、摂政となる

○藤原基経、関白となる

◎菅原道真の意見で遣唐使を廃止する

紀貫之らが古今和歌集を編集する

●平将門の乱（～４０）

　空也が浄土教を開く

●藤原純友の乱（～４１）

尾張国で郡司や農民が国司（藤原元命）の

不正を訴える

　このころ紫式部『源氏物語』成立

●藤原道長が摂政となり、藤原氏全盛時代
－国　風　文　化－
●このころ『枕草子』ができる

●前九年の役がおこる（～６２）

　末法の時代に入る（末法思想）

宇治に平等院鳳凰堂ができる

●後三年の役がおこる（～８７）

○白河上皇が院政を始める

平泉に中尊寺金色堂ができる

●保元の乱がおこる

●平治の乱がおこる

●平清盛が太政大臣となる

　　－平氏の全盛－

日宋貿易がはじまる

－清盛が大輪田泊（兵庫港）を整備－
●法然が浄土宗を開く

○源義経らが壇ノ浦の戦いで平氏をほろぼす




仏教の新しい動き




















武士が中央の政治に進出





承平・天慶の乱











